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東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
調
布
支
部 

辺
野
古
の
海
を
視
察 

長
い
間
、
労
働
組
合
の
一
員
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
沖
縄
米
軍
基
地

問
題
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
受
け
な
か
な
か
着
手
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
回
、
念
願
が
叶
い
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
一
番
の
目

的
は
現
地
に
赴
き
、
辺
野
古
基
地
海
上
行
動
に
取
り

組
む
こ
と
で
す
。
沖
縄
の
海
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
と

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ス
ト
が
見

事
で
し
た
。
海
中
を
覗
き
込
む
と
、
そ
こ
に
は
オ
キ

ナ
ワ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
、
自
然
が
生
み
出
す
宝
物
。
残
暑

と
言
え
ど
時
折
、
凪
を
這
う
よ
う
に
心
地
よ
い
風
が

流
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
突
然
、
民
間
の
監

視
船
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
声
、
更
に
追
い
打
ち
を
か
け

て
海
上
保
安
庁
の
２
隻
の
船
、
辺
り
は
急
に
緊
張
と

恐
怖
に
駆
ら
れ
た
。
そ
し
て
し
ば
し
の
沈
黙
。
か
つ

て
激
戦
地
と
な
っ
た
沖
縄
。
至
る
場
所
に
当
時
の
爪

痕
を
今
も
残
し
て
い
る
。
資
料
館
巡
り
で
は
、
映
し

出
さ
れ
た
惨
禍
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
マ
ス
コ
ミ

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
国
と
の
た
た
か
い

は
、
ま
だ
続
く
。 

私
た
ち
は
決
し
て
黙
認
し
て
は
い
け
な
い
。
今
後

も
沖
縄
県
民
の
皆
さ
ん 

に
寄
り
添
い
、
断
固
と 

し
て
反
対
の
意
志
を
表 

明
し
て
い
こ
う
。 

 

デニー知事を支え、地方自治を守り、勝つまであきらめない 

 

 

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
主
催
デ
ニ
ー
知
事

を
支
え
る
県
民
大
行
動
が
十
月
七
日
に

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
行
わ

れ
、
九
〇
〇
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。 

徳
田
博
人
行
政
法
研
究
者
は
、「
沖
縄

の
尊
厳
と
地
方
自
治
を
守
る
闘
い
。
知

事
を
孤
立
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
代
執

行
は
法
理
論
的
に
お
か
し
い
。
デ
ニ
ー

知
事
は
筋
を
通
し
て
、『
県
民
の
県
民
に

よ
る
県
民
の
た
め
の
政
治
』
を
し
て
い

て
こ
の
闘
い
は
負
け
て
い
な
い
」
と
強

く
主
張
し
ま
し
た
。 

う
り
ず
ん
の
会
代
表
の
赤
嶺
政
賢
衆

院
議
員
は
「
デ
ニ
ー
知
事
は
様
々
な
圧

力
を
は
ね
返
し
て
設
計
変
更
を
承
認
せ

ず
、
沖
縄
県
民
の
尊
厳
を
守
っ
た
。
政
府

に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
の
は
県
民
が
団
結

す
る
こ
と
。
新
基
地
反
対
の
揺
る
が
な

い
決
意
を
示
そ
う
」
と
強
く
訴
え
ま
し

た
。 各

組
織
の
代
表
も
強
い
怒
り
を
こ
め

て
訴
え
、
参
加
者
の
怒
り
も
呼
応
し
て

熱
気
溢
れ
る
集
会
に
な
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
で
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら 

新
婦
人
南
風
原
支
部 

 

新
日
本
婦
人
の
会
南
風
原
支
部
は
、
オ
ー
ル

沖
縄
会
議
に
参
加
す
る
組
織
と
し
て
、
毎
月
第

１
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
辺
野
古
テ
ン
ト
前
行
動

に
参
加
す
る
の
が
困
難
な
私
た
ち
で
も
、
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
話
し
合
い
ま
し
た
。 

地
元
の
「
南
風
原
島
ぐ
る
み
会
議
」
が
毎
週

夕
方
に
宣
伝
行
動
を
し
て
い
て
も
、
夕
方
の
時

間
帯
は
忙
し
い
の
で
参
加
は
大
変
、
昼
間
の
時

間
帯
が
良
い
と
い
う
事
に
な
り
、
そ
こ
で
毎
月
の

辺
野
古
行
動
日
に
合
わ
せ
、
第
１
土
曜
日
の
午

前
に
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
…
。
約
１

年
前
か
ら
宮
平
交
差
点
で
始
め
ま
し
た
。 

車
か
ら
手
振
り
の
反
応
は
良
く
、
隣
の
与
那

原
町
か
ら
自
主
的
に
参
加
す
る
人
も
い
る
な
ど

「
嬉
し
い
反
応
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
み
ん
な

元
気
で
す
。 

 

１０.２１県民集会に参加しよう！ 

県
民
大
行
動
に
九
〇
〇
人
余 

日
時 

十
月
二
一
日 

（
土
） 

午
後
三
時
～ 

会
場 

平
和
祈
念
公
園
多
目
的
広
場 

 
 
 

（
糸
満
市
） 

主
催 

オ
ー
ル
沖
縄
会
議 

 
 
 
 

【辺野古移設・代執行訴訟】 

第５回口頭弁論報告集会 

に結集を！ 

時：10 月 19 日（木）13 時５０分 

所：城岳公園 

浦添東のハンドマイク 
スタンディング 

私たち浦添東は昨年２月から月２回の

ハンドマイクスタンディングを行ってき

ました。訴える事は①辺野古新基地 NO、

②那覇軍港の浦添移設 NO、③憲法 9条改

悪 NO の３つの NO を据えました。この３

つのスローガンを手書きした大型プラス

ターボードで訴えると、車からの手振り

やガンバレヨ！の声援もあって良い反応

に気を強くしたものです。ロシアのウク

ライナ侵攻が開始されると、ロシア糾弾

も訴えに追加。昨年 12月に安保３文書が

閣議決定されると、その不当性と危険性

を告発する訴えに力を入れてきました。 

この安保３文章に基づいて岸田政権は

大軍拡、戦争する国に突き進んでいます。

日米の軍事演習の強化、ミサイル攻撃を

想定しての避難訓練、シェルター設置の

要請、先島住民が島外への避難訓練の動

きなどは、県民を戦争への不安と危機感

に陥れています。そのような中で、さる

９月 24日の「沖縄を再び戦場にさせない

県民の会」の立上げは、岸田政権の戦争

政策に対抗する大きな力となるものであ

り、県民が一丸となってその運動を発展

させることが重要だと考えています。７

８年前の沖縄戦の悲劇から学んだ「命ど

ぅ宝」を武器に沖縄を再び戦場にではな

く平和の聖地として守り抜くことが、今

を生きる私たちの使命ではないでしょう

か。 

 

閣議決定されると、その不当性と危険性

を告発する訴えに力を入れてきました。 

この安保３文章に基づいて岸田政権は

大軍拡、戦争する国に突き進んでいます。

日米の軍事演習の強化、ミサイル攻撃を

想定しての避難訓練、シェルター設置の

要請、先島住民が島外への避難訓練の動

きなどは、県民を戦争への不安と危機感

に陥れています。そのような中で、さる

９月 24日の「沖縄を再び戦場にさせない

県民の会」の立上げは、岸田政権の戦争

政策に対抗する大きな力となるものであ

り、県民が一丸となってその運動を発展

させることが重要だと考えています。７

８年前の沖縄戦の悲劇から学んだ「命ど

ぅ宝」を武器に沖縄を再び戦場にではな

く平和の聖地として守り抜くことが、今

を生きる私たちの使命ではないでしょう

か。 

 

させることが重要だと考えています。７

８年前の沖縄戦の悲劇から学んだ「命ど

ぅ宝」を武器に沖縄を再び戦場にするの

でなく平和の聖地として守り抜くこと

が、今を生きる私たちの使命ではないで

しょうか。 

 


